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特別寄稿

ト
ラ
ン
プ
の
再
登
場
と
ア
サ
ド
独
裁
の
終
濡

ト
ラ
ン
プ
の
カ
ム
バ
ッ
ク
と
ア
サ
ド
独
裁
五
十
年
の
終
焉
。

中
束
を
巡
る
政
情
の
混
沌
は
依
然
と
し
て
続
い
て
い
る
が
、

そ
の
淵
源
に
は
何
が
あ
り
、

今
後
は
ど
の
よ
う
な
シ
ナ
リ
オ
が
考
え
ら
れ
る
か
。

私
た
ち
が
日
の
当
た
り
に
し
て
い
る

「複
雑
な
歴
史
の
逆
説
」と
は

やま  うち  まさ   ゆき

山内目之
(東京大学名誉教授/富士通FSC

(フューチャースタディーズ・センター)特別顧問)

一
九
四
七
年
、札
幌
市
生
ま
れ
。歴
史
家
。専
攻
は
比
較
政
治
史
、国
際
関
係
史
、中
東
地
域
研
究
。洵
イ
ロ
大
学
客
員
助

教
授
、
八
―
バ
ー
ド
大
学
害
員
研
究
員
、東
京
大
学
大
学
院
教
授
、明
治
大
学
特
任
教
授
な
ど
を
経
て
現
在
武
蔵
野
大

学
客
員
教
授
、ア
サ
ガ
ミ
顧
間
、ム
ハ
ン
マ
ド
五
世
大
学
特
別
客
員
教
授
な
ど
も
務
め
る
。紫
綬
褒
章
受
章
。司
馬
遠
太

郎
賞
、士口野
作
造
賞
、毎
日
出
版
文
化
賞
全
一回
）、サ
ン
ト
リ
ー
学
芸
賞
な
ど
を
受
賞
。
「幕
末
維
新
に
学
ぶ
現
在
文
中

央
公
論
新
社
）、
「リ
ー
ダ
ー
シ
ツ
プ

胆
力
と
大
局
観
ズ
新
潮
新
書
）、
「中
東
国
際
関
係
史
研
究
ズ
岩
波
書
店
）、
「中
東

復
合
危
機
か
ら
第
三
次
世
界
大
戦
へ
文
Ｐ
Ｈ
Ｐ
新
書
）
、
「大
日
本
史
寮
佐
藤
優
氏
と
の
共
者
、文
春
新
書
）
な
ど
苦
書

多
数
。由霊
型
言
は
『歴
史
を
知
る
読
書
点
Ｐ
Ｈ
Ｐ
新
書
）、
『将
軍
の
世
紀
宍
上
下
、文
藝
春
秋
）な
ど
。
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弾

昨
年

（二
〇
二
四
年
）
の
十

一
月
、
シ
リ
ア
を
だ
し
ぬ
け
に

つ
た
政
治
変
動
は
、
さ
な
が
ら
海
底
火
山
の
急
噴
火
や
直
卜
型
地

震
の
衝
撃
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
歴
史
的
由
緒
だ
け
で
な
く
、
現
代

ま
で
住
民
が
絶
え
る
こ
と
な
く
生
活
し
て
き
た
世
界
最
古
の
都
市

ダ
マ
ス
カ
ス
が
、
い
と
も
た
や
す
く
陥
落
し
た
か
ら
だ
０
こ
う
し

て
、
父
子
二
代
で
五
十
年
以
上
も
シ
ジ
ア
の
市
民
を
恐
怖
と
抑
圧

ふ
る

で
震
え
上
が
ら
せ
た
ア
サ
ド
政
権
は
、
二
〇
二
四
年
十
二
月
八
日

に
一掻
烏
を
告
げ
た
の
で
あ
る
。

七
世
紀
に
ア
ラ
ビ
ア
半
島
か
ら
北
上
し
た
４
ス
ラ
ム
軍
は
、
ど

う
い
う
わ
け
か
番
兵
が

一
人
か
二
人
し
か
お
ら
ず
、
中
か
ら
石
で

封
鎖
さ
れ
た
だ
け
の
ダ
マ
ス
カ
ス
の
東
門
か
ら
た
や
す
く
城
内
に

入
っ
た
。
し
か
し
そ
の
直
後
に
、
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
兵
の
激
し
い
抵

抗
を
受
け
た
。
そ
れ
で
も
ダ
マ
ス
カ
ス
を
占
領
で
き
た
の
は
、
キ

ジ
ス
ト
教
の
さ
る
主
教
が
仲
介
し
た
型
半
条
約
が
成
立
し
た
か
ら

で
あ
る
。
ア
サ
ド
体
型
卜
の
内
戦
と
異
な
り
、
最
小
限
の
流
血
で

済
ん
だ
和
平
の
知
恵
に
つ
い
て
は
、
九
世
紀
バ
ラ
ー
ズ
リ
ー
の

『諸
国
征
服
史
』
（花
田
宇
秋
訳
、
岩
波
書
店
）
に
詳
し
い
。

襲之澄∝叡漑

ダ
マ
ス
カ
ス
の
陥
落
今
昔

―
―
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
支
配
と
ア
サ
ド
政
権
の
崩
壊

イ
ス
ラ
ム
の
司
令
官
は
、
「市
民
の
生
命
・財
産
・教
会
の
安
全
」

を
キ
ジ
ス
ト
教
徒
ら
に
保
障
し
、
「町
の
城
壁
」
を
破
壊
せ
ず
、

「市
民
の
家
屋
」
も
占
拠
し
な
い
と
、
羊
皮
紙
に
イ
ン
ク
で
じ
か

に
書
き
記
し
た
。
こ
の
七
世
紀
と
比
べ
る
と
、
い
ま
の
イ
ス
ラ
ム

の
統
治
者
が
平
然
と
シ
ジ
ア
各
地
の
同
じ
ム
ス
リ
ム
市
民
を
残
酷

に
殺
害
し
て
き
た
の
は
な
ん
と
嘆
か
わ
し
い
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

シ
ジ
ア
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
も
、
七
世
紀
で
は
考
え
ら
れ
な
い

悲
劇
が
襲
っ
た
。
三
〇

一
一
年
に
シ
リ
ア
で
紛
争
が
起
こ
っ
た
と

き
、
こ
の
国
の
人
口
は
二
四
〇
〇
万
人
く
ら
い
で
あ
り
、
キ
ジ
ス

ト
教
徒
の
人
口
は
お
よ
そ
二
五
〇
万
人
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
彼

ら
は
長
い
あ
い
だ
、
格
別
の
脅
威
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
ダ

マ
ス
カ
ス
、
ア
レ
ッ
ポ
、
ホ
ム
ス
な
ど
の
都
市
や
農
村
地
域
に
安

心
し
て
住
ん
で
い
た
。
し
か
し
、
二
〇

一
一
年
こ
の
か
た
内
戦
が

深
ま
る
と
、
シ
リ
ア
に
居
住
す
る
キ
ジ
ス
ト
教
徒
は
六
〇
万
人
ほ

ど
に
激
減
し
た
と
い
う
推
計
が
あ
る

（中
東
調
査
会

『中
東
か
わ

ら
版
』

一
一
一
号
）
。

ひ
と
ま
ず
苛
酷
な
ア
サ
ド
独
裁
政
治
に
終
止
符
を
打
っ
た
シ
ジ

ア
の
変
革
は
、
こ
れ
ま
で
の
ア
ラ
ブ
の
政
治
変
動
よ
り
も
外
に
広

が
る
点
で
、
中
東
政
治
は
無
論
の
こ
と
国
際
政
治
に
大
き
な
衝
撃

を
ヽ
た
ら
し
て
い
る
。
そ
の
原
因
は
、
二
〇

一
一
年
の
民
衆
峰
起
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が
、
ア
サ
ド
政
府
軍
と
各
種
の
武
装
組
織
と
の
衝
突
に
変
容
し
、

お
よ
そ
五
つ
の
要
素
が
複
雑
に
絡
み
合
っ
た
内
戦
に
拡
大
し
た
結

果
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

・
１
、
ア
サ
ド
大
統
領

・
ロ
シ
ア
・
イ
ラ
ン
・
レ
バ
ノ
ン
の
ヒ
ズ
ブ

ッ
ラ
に
対
し
て
、
ト
ル
コ
の
後
援
を
受
け
た
ス
ン
ナ
派
武
装

集
団

（後
述
す
る

「
シ
ャ
ー
ム
解
放
機
構
」
〈
Ｈ
Ｔ
Ｓ
〉
の

よ
う
な
イ
ス
ラ
ム
原
理
主
義
過
激
派
）
が
相
手
と
な
っ
た
戦

・闘
の
重
な
り

２
、
Ｈ
Ｔ
Ｓ
、
ア
ル
カ
ー
イ
ダ
、
「
イ
ス
ラ
ム
国
」
（Ｉ
Ｓ
）
な
ど

イ
ス
ラ
ム
原
理
主
義
過
汲
派
同
士
の
戦
闘

３
、
米
国
の
支
援
す
る
シ
リ
ア
の
ク
ル
ド
人
兵
力
と
Ｉ
Ｓ
と
の
戦

闘

４
、
ト
ル
コ
と
シ
リ
ア
の
ク
ル
ド
人
兵
力
と
の
戦
闘

５
、
イ
ス
ラ
エ
ル
・
米
国
と
シ
ジ
ア
駐
在
イ
ラ
ン
革
命
防
衛
隊

（時
に
イ
ラ
ン
本
国
の
国
防
軍
）
と
の
地
上
戦
闘
も
し
く
は

お
う
し
ゆ
う

ミ
サ
イ
ル
攻
撃
の
応
酬

も
と
も
と
、
二
〇
〇
三
年
の
イ
ラ
ク
戦
争
を
機
に
始
ま
っ
た
イ

・
ラ
ク
の
統

一
性
の
揺
ら
ぎ
か
ら
、
ア
ラ
ブ
の
世
界
で
も
人
工
的
性

格
の
強
い
且
家
で
は
、
外
国
の
干
渉
と
相
と
っ
て
一
体
性
を
蕗
妊

す
る
ケ
ー
ス
が
多
く
な
っ
た
。
イ
ス
ラ
エ
ル
の
ガ
ザ
攻
撃
を
誘
発

し
一
般
住
民
を
雲
財
の
苦
し
み
にぉ附
炒
た
ハ
マ
ス
に
よ
る
ユ
ダ
ヤ

人
の
人
質
拉
致
事
件
、
そ
れ
に
続
↑
イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ
る
ガ
ザ
住

民
の
無
差
別
迫
害
ヽ
、
そ
れ
に
関
係
し
て
い
る
。
ハ
マ
ス
が
イ
ラ

ン
革
命
防
衛
隊
の
使
嫉
に
乗
っ
て
、
ガ
ザ
を
西
岸
の
自
治
区
か
ヶ

切
り
離
し
、
〈抵
抗
の
枢
軸
〉
に
入
れ
た
の
は
、
ホ
メ
イ
ニ
ー
以

来
の
シ
ー
ア
派
国
際
革
命
の
戦
略
的
成
功
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
イ
ラ
ン
に
よ
る
ス
γ
ナ
派
の
ハ
マ
ス
瘍
動
は
、
ス
ン

ナ
派
ア
ラ
ブ
人
住
民
が
多
数
を
占
め
る
。ハ
レ
ス
テ
ナ
を
国
民
国
家

と
し
て
成
長
さ
せ
る
基
盤
づ
く
り
を
阻
害
す
る
こ
と
に
も
な
っ

た
。
結
栞
毘
し
て
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
ど
珊
紺
報
復
攻
撃
を
招
い
た

だ
け
で
な
く
、
ガ
ザ
と
ヨ
ル
ダ
ン
川
西
岸
へ
の
イ
ス
ラ
エ
ル
の
野

心
あ
ふ
れ
る
警
戒
心
を
ま
す
ま
す
強
め
た
の
で
あ
る
。
加
え
て
、

シ
リ
ア
の
ア
サ
ド
政
権
の
自
滅
自
壊
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
北
部
の
安

全
保
障
ラ
イ
ン
を
限
り
な
ぐ
シ
ジ
ア
国
内
深
く
に
移
動
さ
せ
る
こ

と
に
な
っ
た
。

ト
ル
コ
も
黙
っ
て
い
な
い
。
ト
ル
コ
は
、
シ
リ
ア
北
西
部
に
事

実
上
の
利
益
線
と

〃勢
力
圏
″
を
勝
手
気
儘
に
つ
く
っ
て
い
た
か

ら
だ
。
シ
リ
ア
の
国
家
分
裂
は
、
そ
の
衝
撃
が
国
境
の
枠
内
だ
け

で
な
く
、
近
隣
国
そ
れ
も
ト
ル
コ
や
イ
ス
ラ
エ
ル
と
い
っ
た
非
ア

ラ
ブ
の
地
域
強
国
の
野
望
を
強
め
る
こ
と
に
な
っ
た
０
で
あ
る
。
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中東地図

トルコ

シリア

ヨ

イラク

′`グダッド田

ロテヘラン

イラン

エジプト

ガザ地
カイロH

ン

アラブ首長団連邦

オマ

クウェート

サウジアラビア

リヤト  ヵ夕_ル
ベルシャ湾

カスピ海

卜 Ⅲ

坤

イ
エ
ス
の
言
葉
を
話
す
シ
リ
ア
人

―
―
文
化
の
複
合
性
と
重
層
性

意
ゆ
う
ろ
う

旧
臓

（
二
〇
二
四
年
十
二
月
）
に
ア
レ
ッ
ポ
か
ら
南
下
し
、

ム
ス
次
い
で
ハ
マ
を
占
領
し
て
ダ
マ
ス
カ
ス
を
攻
略
し
た

「
シ
ャ

ー
ム
解
放
機
構
」
（Ｈ
Ｔ
ｓ
）
は
じ
め
反
ア
サ
ド
勢
力
は
、
恐
怖

と
怯
儒
に
駆
ら
れ
て
ロ
シ
ア
に
逐
電
し
た
ア
サ
ド
大
統
領
と
そ
の

兵
の
低
抗
ら
し
い
抵
抗
に
も
遭
わ
ず
に
、
た
や
す
く
暫
定
政
権
を

樹
立
し
た
。

一
部
ど
ザ
ン
ツ
帝
国
兵
の
よ
う
に
勇
敢
で
ア
サ
ド
の
た
め
に
戦

っ
た
政
府
軍
が
い
た
と
は
樹
か
な
い
。
ア
サ
ド
の
軍
隊
は
、
反
政

府
武
装
勢
力
や
Ｉ
Ｓ
と
の
死
活
の
軍
事
対
決
を
イ
ラ
ン
や
ロ
シ
ア

の
外
国
人
に
ま
か
せ
る
一
方
、
安
全
地
帯
で
逸
楽
を
む
さ
ぼ
り

一

般
市
民
を
抑
圧
・
拷
問
す
る
だ
け
の
治
安
部
隊
に
す
ぎ
な
か
っ
た

わ
距
場
る
。
「シ
リ
ア
・ア
ラ
ブ
軍
」
（ｓ
Ａ
Ａ
）
を
名
乗
る
に
は

遜
色
が
あ
り
す
ぎ
た
。

ア
レ
ッ
ポ
陥
落
以
降
、
算
を
乱
し
て
潰
走
し
た
Ｓ
Ａ
Ａ
の
代
わ

り
に
、
イ
ラ
ン
や
ロ
シ
ア
が
自
兵
を
犠
牲
に
し
て
最
後
ま
で
ア
サ

ド
を
守
り
切
る
使
命
や
義
理
な
ど
あ
る
は
ず
も
な
い
。
こ
う
し

て
、
七
世
紀
と
は
違
い
門
番
が

一
人
か
二
人
以
上
は
い
た
は
ず
の
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現
代
ダ
マ
ス
カ
ス
の
都
は
、
い
と
も
た
や
す
く
陥
落
し
た
の
で
あ

る
。
ア
ラ
ウ
ィ
ー
派

（
シ
ト
ア
派
傍
系
の
宗
派
）
の
多
い
Ｓ
Ａ
Ａ

や
ア
サ
ド
の
一
党
は
、
そ
の
発
祥
の
地
と
も
い
え
る
山
地
部
の
ジ

ャ
バ
ル
・
ア
ル
ア
ン
サ
リ
ー
ヤ
で
鳴
り
を
潜
め
て
い
る
ら
し
い
。

し
か
し
、
米
欧
か
ら
テ
ロ
組
織
に
指
定
さ
れ
て
き
た
Ｈ
Ｔ
Ｓ
を

そ
の
指
導
者
ア
フ
マ
ド

・
ア
ッ
シ
ャ
ラ
ア
が
、
い
く
ら
戦
闘
服
を

平
服
に
変
え
、
三
カ
月
以
内
に
法
の
支
配
と
宗
教

・
文
化
の
多
様

性
を
尊
重
す
る
民
主
的
政
権
に
移
行
す
る
と
約
束
し
て
も
、
Ｈ
Ｔ

Ｓ
が
ア
ル
カ
ー
イ
ダ

・
シ
リ
ア
支
部
だ
っ
た

「
ヌ
ス
ラ
戦
線
」
か

ら
成
長
し
た
前
歴
を
否
定
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
ｏ
し
か
も
ア
ッ

シ
ャ
ラ
ア
に
は
、
か
つ
て
ア
ブ
ー
・
ム
ハ
ン
マ
ド

一
ア
ル
・
ジ
ヤ

ウ
ラ
ー
ニ
ー
の
名
で
イ
ラ
ク
で
戦
っ
た
前
歴
が
あ
る
。
ジ
ャ
ウ
ラ

ー
ニ
ー
と
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
占
領
中
の
ゴ
ラ
ン
一員
原
の
出
身
者
を

意
味
す
る
。

こ
れ
に
加
え
て
、
こ
の
団
体
の
名
が
シ
ジ
ア
の
代
わ
つ
に
シ
ャ

ー
ム
を
使
っ
て
い
る
点
に
注
意
す
べ
き
だ
。
シ
ャ
ー
ム
と
は
イ
ス

ラ
ム
中
世
以
来
の
古
称
で
あ
り
、
い
ま
の
シ
リ
ア
共
和
国
の
版
図

よ
り
広
い
範
囲
を
指
す
。
第

ｒ
次
世
界
大
戦
の
戦
後
処
理
を
め
ぐ

っ
て
、
英
仏
両
国
に
よ
っ
て
レ
バ
ノ
ン
、
ヨ
ル
ダ
ン
、
パ
レ
ス
テ

ナ
、
シ
リ
ア
の
四
つ
に
分
割
さ
れ
た

「歴
史
的
シ
リ
ア
」
「大
シ

リ
ア
」
を
指
し
て
い
る
。
従

っ
て
、
Ｈ
Ｔ
Ｓ
の
目
標
は
、
「歴
史
　
‐１２

的
シ
リ
ア
の
解
放
」
で
あ
り
、
イ
ス
ラ
エ
ル
と
の
対
決
を
必
然
的

に
内
包
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
こ
こ
で
、
Ｉ
Ｓ
が
も
と
も
と

「
イ
ラ
ク
と
シ
ャ
ー
ム
の
イ
ス
ラ
ム
国
」
と
日
称
し
て
い
た
の

も
、
故
な
き
こ
と
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
ア
ッ
シ
ャ
ラ
ア
は
予
想
外
に
思
い
切
っ
た
行
動
に
打

っ
て
出
た
。
そ
れ
は
い
こ
の
組
織
自
体
を
解
散
す
る
と
い
う
大
胆

な
措
置
で
あ
る
。
こ
れ
は
欧
米
に
よ
っ
て
こ
れ
ま
で
Ｈ
Ｔ
Ｓ
が
テ

ロ
団
体
と
指
定
さ
れ
、
ア
ッ
シ
ャ
ラ
ア
も
各
種
制
裁
の
対
象
と
な

つ
て
き
た
か
ら
だ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
Ｈ
Ｔ
Ｓ
が

″
シ
リ
ア
の
春
〃
の
担
い
手
と
し
て
、

新
生
シ
リ
ア
国
民
国
家
の
ア
イ
デ
ン
テ
イ
テ
イ
に
忠
実
な
こ
と
を

証
明
す
る
に
は
、
い
く
つ
か
の
象
徴
的
変
革
を
成
し
遂
げ
る
必
要

が
あ
る
。

①
行
政
機
構
に
公
務
員
規
律
を
導
入
し
、
Ｈ
Ｔ
Ｓ
の
武
力
組
織
を

解
体
し
、
共
通
の
制
服
と
兵
器
を
も
つ
正
規
軍
を
つ
く
る
こ

ゝ
に
。

②
民
族

・
宗
教

・
宗
派
や
女
性
な
ど
各
種
の
少
数
派
や
弱
者
を
保

護
す
る
た
め
に
、
と
も
す
れ
ば
排
他
性
や
差
別
を
正
当
化
す

る
Ｉ
Ｓ
の
よ
う
な
イ
ス
ラ
ム
原
理
主
義
過
激
派
と
異
質
な
こ

と
を
明
一言
す
る
こ
と
。

③
ア
サ
ド
独
裁
体
制
と
市
民
抑
圧
に
加
担
し
て
て
た
外
国
人
を
国

外

へ
追
放
す
る
こ
と

（
ロ
シ
ア
の
陸
海
空
軍
基
地
と
駐
屯
地

の
閉
鎖
、
イ
ラ
ン
革
命
防
衛
隊
の
国
外
退
去
、
レ
バ
ノ
ン
の

ヒ
ズ
ブ
ッ
ラ
の
シ
リ
ア
か
ら
の
排
除
）
を
実
現
し
て
い
み
ず
か

ら

″解
放
軍
″
の
実
を
示
す
こ
と
。

ア
ッ
シ
ャ
ラ
ア
は
、
す
で
に
イ
ド
リ
ブ
で
複
数
宗
派
や
文
化
的

じ
　
ふ

多
様
性
を
認
め
る
臨
時
地
域
政
府
を
運
営
し
て
き
た
実
績
を
自
負

し
、
そ
の
成
果
を
内
外
に
喧
伝
し
て
い
る
。
と
は
い
え
、
再
建
さ

れ
る
べ
き
国
家
の
理
想
と
し
て
、
統

一
に
し
て
不
可
分
の
シ
リ
ア

え
　

そ

ら
ど

と

を
実
現
す
る
の
は
、
さ
し
あ
た
り
Ｈ
Ｔ
Ｓ
に
と
っ
て
絵
空
事
に
近

い
で
あ
ろ
う
。

も
と
も
と
中
東
の
な
か
で
も
シ
リ
ア
は
、
紀
元
前
十
五
世
紀
以

来
、
い
つ
も
外
か
ら
来
た
強
国
の
さ
ま
ざ
ま
な
≡
塁
ｍや
宗
教
は
じ

め
多
彩
な
文
化
が
い
っ
と
き
で
消
え
去
ら
ず
、
累
積
さ
れ
た
複
合

性
や
重
層
性
に
富
む
地
域
で
あ
っ
た
。

歴
史
的
に
シ
リ
ア
は
、
ア
レ
キ
サ
ン
ド
ロ
ス
大
王
や
ロ
ー
マ
帝

国
に
よ
る
政
治
的
統

一
、
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
文
明
の
継
受
、
キ

ジ
ス
ト
教
の
誕
生
、
ア
ラ
ブ

・
イ
ス
ラ
ム
帝
国
の
発
展
を
準
備
し

た
舞
台
で
あ
る
、
中
東
の
核
心
で
あ
っ
た
。
ロ
ー
マ
皇
帝
ユ
リ
ア

ォ
ス
が
ダ
マ
ス
カ
ス
を

「東
方
全
州
の
眼
」
と
呼
ん
だ
の
も
無
理

か
ら
ぬ
こ
と
で
あ
つ
た

（若
林
啓
史

『
シ
リ
ア
の
悲
嘆
』
知
泉
書

館
ヽ

現
代
的
に
も
、
シ
リ
ア
は
ト
ル
コ
の
南
部
安
全
保
障
、
イ

ス
ラ
エ
ル
の
北
部
安
全
保
障
に
関
わ
り
を
も
ち
、
そ
し
て
イ
ラ
ン

の
シ
ー
ア
派
ベ
ル
ト
地
帯
と
し
て
、
イ
ラ
ク
・
シ
リ
ア
・
レ
バ
ノ

ン
に
つ
な
が
る
地
政
学
的
要
衝
で
あ
る
。
ロ
シ
ア
に
と
っ
て
、
ジ

ビ
ア
に
有
す
る
小
規
模
な
軍
事
的
橋

頭
堡
と
は
比
べ
物
に
な
ら

な
い
ほ
ど
大
規
模
な
タ
ル
ト
ゥ
ス
海
軍
基
地
や
フ
メ
イ
ミ
ム
空
軍

基
地
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
や
ア
フ
リ
カ
支
援
作
戦
の
補
給
や
人

員
休
養
に
欠
か
せ
な
い
拠
点
に
も
な
っ
て
き
た
。

も
し
シ
リ
ア
に
長
期
的
に
安
定
し
民
主
化
さ
れ
た
政
権
が
で
き

れ
ば
、
中
東
の
秩
序
形
成
に
と
り
、
上
首
尾
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま

で
の
歴
史
で
民
主
主
義
国
家
は

一
度
も
誕
生
し
た
こ
と
が
な
か
っ

た
。
そ
の
半
面
、
文
化
的
重
層
性

と
保
Ｆ
旺
の
各
面
を
そ
れ
ぞ
れ

担
っ
た
反
ア
サ
ド
武
装
勢
力
と
そ
の
活
動
地
域
は
、
そ
の
ま
ま
ミ

ニ
国
家
に
成
長
す
る
可
能
性
を
は
ら
ん
で
き
た
の
で
あ
る
。
ま
ず

ユ
ー
フ
ラ
テ
ス
川
東
岸
で
米
国
に
保
護
さ
れ
た
ス
ン
ナ
派
ク
ル
ド

人
の
シ
リ
ア
民
主
軍

（ｓ
Ｄ
Ｆ
）
、
シ
リ
ア
北
西
部
の
イ
ド
ジ
ブ

を
中
心
と
す
る
ス
ン
ナ
派
ア
ラ
ブ
人
の
シ
リ
ア
国
民
軍

（ｓ
Ｎ

Ａ
）
と
、
そ
の
庇
護
者
ト
ル
ロ
、
北
西
部
の
ア
レ
ッ
ポ
か
ら
ハ
マ
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な
ど
を
経
て
ダ
マ
ス
カ
ス
に
つ
な
が
る
線
を
押
え
た
Ｈ
Ｔ
Ｓ
、
主

と
し
て
シ
リ
ア
中
央
部
に
残
党
が
割
拠
す
る
Ｉ
Ｓ
、
ア
サ
ド
家
の

出
身
母
体
で
あ
る
ラ
タ
キ
ア
山
地
部
の
ア
ラ
ウ
ィ
ー
派
ア
ラ
ブ
人

（
シ
ー
ア
派
系
）
と
ア
ラ
ブ

・
シ
リ
ア
軍
の
残
党
、
シ
リ
ア
南
部

の
イ
ス
ラ
エ
ル
国
境
沿
い
に
住
む
ド
ゥ
ー
ル
ー
ズ
派

（
シ
ー
ア
派

傍
系
の
宗
派
）
、
そ
れ
に
イ
エ
ズ
の
時
代
か
ら
現
代
ま
で
連
続
し
て

存
在
す
る
キ
リ
ス
ト
教
徒
共
同
体
な
ど
が
、
シ
リ
ア
を
代
表
す
る

グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。
な
に
し
ろ
シ
リ
ア
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
は
、

イ
エ
ス
が
話
し
て
い
た
ア
ラ
ム
語
を
受
け
継
い
だ
言
葉
を
い
ま
で

も
日
常
的
に
会
話
し
て
い
る
人
び
と
が
い
る
ほ
ど
だ
。
こ
れ
は
、

メ
ル
一
ギ
ブ
ノ
ン
監
督
の
映
画

『
。ハ
ッ
シ
ョ
ン
』
全
一〇
〇
四
年
）

で
日
本
で
も
す
っ
か
り
有
名
に
な
っ
た
。

英
国
の
女
性
旅
行
家
ガ
ー
ト
ル
ー
ギ

一
ベ
ル
の
表
現
を
借
り
る

な
ら
ば

（田
隅
恒
生
訳

『
シ
リ
ア
縦
断
紀
行
１
』
東
洋
文
庫
、
千

九
社
）
、
東
西
南
北
の
交
流
や
衝
突
を
繰
り
返
し
て
き
た
シ
リ
ア

に
お
い
て
い
「酢
に
油
を
混
ぜ
る
よ
う
に
い
と
も
た
や
す
く
結
び

つ
く
利
害
関
係
の
調
整
」
は
い
つ
も
難
し
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
シ

リ
ア
の
民
主
的
統
合
に
成
功
す
る
政
治
家
は
当
面
出
そ
う
に
も
な

い
。
優
れ
た
民
主
的
政
治
家
を
望
む
の
は
空
想
的
で
あ
り
、
人
格

的
魅
力
に
富
む
宗
教
指
導
者
の
再
来
も
期
待
す
べ
く
も
な
い
。
父

ア
サ
ド
の
よ
う
に
外
の
干
渉
を
狡
猾
に
排
除
す
る
独
裁
政
治
家
な
　
‐１４

ら
ば
、
出
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
各
派

・
各
地
域
の
住
民

は
、
強
権
と
恐
怖
で
統

一
国
家
を
か
た
ち
ば
か
り
維
持
し
た
サ
ッ

ダ
ム
・
フ
セ
イ
ン
や
カ
ダ
フ
イ
や
ア
サ
ド
父
子
の
駆
使
し
た
政
治

手
法
に
は
金
輪
際
う
ん
ざ
り
す
る
は
ず
だ
。

弾

と

ど

幸
運
に
も
シ
リ
ア
の
混
乱
が
内
部
分
裂
に
留
ま
る
な
ら
、
各
領

域
が
協
定
や
協
約
を
結
ん
で
、
緩
や
か
な
連
合
ヽ
し
ぐ
は
連
邦
に

近
い
か
た
ち
で
、
シ
リ
ア
の
一
体
性
を
形
式
的
に
図
る
こ
と
は
可

能
か
も
し
れ
な
い
。
不
運
な
場
合
に
は
、
各
領
城
と
そ
の
武
装
兵

力
が
ト
ル
コ
や
イ
ラ
ン
、
ひ
い
て
は
米
国
や
イ
ス
ラ
ェ
ル
の
利
益

と
不
可
分
に
絡
む
あ
ま
り
〔
現
在
の
混
乱
が
国
内
か
ら
国
外
に
広

が
り
、
地
域
や
民
族
や
宗
教
の
相
違
が
、
予
想
も
せ
ぬ
複
雑
な
か

た
ち
で
衝
突
し
あ
う
か
も
し
れ
な
い
。
こ
う
な
る
と
、
内
戦
が
い

つ
果
て
る
と
も
な
く
続
く
あ
ま
り
、
事
実
上
の
ミ
ニ
国
家
が
シ
ジ

ア
各
地
に
割
拠
し
て
ヽ
そ
の
分
裂
が
ま
す
ま
す
進
む
。
シ
リ
ア
と

い
う
名
の
国
家
は
形
式
的
に
存
在
す
る
が
、
そ
こ
に
一
体
感
を
抱

く
シ
リ
ア
国
民
の
ア
イ
デ
ン
テ
イ
テ
イ
は
消
失
し
て
し
ま
う
の
で

ミ
ニ
国
家
の
銀
河
系
―
卜
分
裂
し
つ
づ
け
る
シ
リ
ア

坤 部

あ
る
。

イ
ラ
ン
人
の
中
東
分
析
者
ア
ミ
ー
ル
・
タ
ー
ヘ
リ
に
よ
れ
ば
、

ト
ル
コ
の
エ
ル
ド
ア
ン
大
統
領
は
シ
リ
ア
を

「
ミ
ニ
国
家
の
銀
河

系
」
０

∞
Ｌ
げ
ｇ
監

ヨ
中ｐ
沖か
科ω↓①し
に
再
編
し
た
が
っ
て
い
る
と

い
う
。
第

一
次
ト
ラ
ン
プ
政
権
で
さ
え
九
〇
〇
人
の
将
兵
を
残
し

て
庇
護
の
ポ
ー
ズ
を
示
し
て
き
た
ク
ル
ド
人
に
つ
い
て
、
そ
の
清

威
を
排
除
す
る
か
最
小
化
す
る
の
は
ト
ル
コ
の
安
全
保
障
の
最
大

関
心
事
に
は
か
な
ら
な
い
。
シ
リ
ア
の
ク
ル
ド
人
は
、
ト
ル
コ
が

テ
ロ
ジ
ス
ト
と
見
な
し
て
つ
ね
に
掃
討
作
戦
を
展
開
す
る
ク
ル
デ

イ
ス
タ
ン
労
働
者
党

（Ｐ
Ｋ
Ｋ
）
と
緊
密
な
関
係
に
あ
る
と
さ
れ

る
。
シ
リ
ア
の
ク
ル
ド
人
が
依
拠
す
る
で
Ｉ
一国
家
」
が
ト
ル
ヨ
の

ク
ル
ド
人
を
吸
収
統
合
し
て
、
中
東
ク
ル
ド
人
の

「親
国
家
」
に

成
長
す
る
な
ら
ば
、
ト
ル
コ
は
最
大
の
悪
夢
を
見
る
こ
と
に
な
る
。

ト
ル
コ
は
す
で
に
二
五
〇
万
人
の
シ
リ
ア
錦
民
を
受
け
入
れ
て

お
り
、
ア
サ
ド
政
権
が
開
発
し
た
化
学
兵
器
の
廃
棄
と
並
ん
で
、

難
民
帰
還
が
最
大
の
課
題
と
な
る
シ
リ
ア
新
生
国
家
の
在
り
方
に

い
ち
ば
ん
の
発
言
権
を
も
つ
国
と
な
る
だ
ろ
う
。
そ
の
う
え
、
イ

ラ
ク
の
モ
ス
ル
油
田
地
帯

へ
の
領
土
的
主
張
の
よ
う
に
、
ト
ル
コ

が
シ
リ
ア
の
国
境
地
域
に

「特
別
権
益
」
を
も
つ
べ
き
と
考
え
る

エ
ル
ド
ア
ン
の
主
張
は
、
大
勢
の
ト
ル
コ
国
民
か
ら
拍
手
喝
采
を

受
け
て
い
る
。

こ
の
二
年
ほ
ど
、
ト
ル
コ
は
イ
ド
ジ
ブ
の
行
政
機
構
の
整
備
に

精
を
出
し
て
、
ト
ル
コ
通
貨
ジ
ラ
を
占
領
地
で
流
通
き
せ
て
き

た
。
こ
れ
力ゝ
ら
帰
国
す
る
シ
ジ
ア
難
民
に
は
ト
ル
コ
の
各
種
企
業

上
雇
用
お
れ
た
社
員
や
従
業
員
も
多
い
。
最
初
に
ト
ル
コ
が
回
復

し
た
大
都
市
ア
レ
ッ
ポ
は
シ
リ
ア
の
産
業
中
心
地
に
し
て
ト
ル
コ

経
済
圏
の
拠
点
と
し
て
蘇
生
す
る
に
違
い
な
い
。
も
と
も
と
シ
ジ

ア
の
北
西
部
は
、
ト
ル
コ
語
と
ア
ラ
ビ
ア
語
の
併
用
地
域
が
多
か

っ
た
。
二
〇

一
一
年
に
内
戦
が
始
呟
る
ま
で
、
ア
レ
ッ
ポ
に
は
四

〇
〇
以
上
も
の
ト
ル
コ
の
中
小
企
業
が
活
動
し
て
お
り
、
五
〇
〇

億
ド
ル
の
直
接
投
資
が
投
下
さ
れ
て
き
た
。
二
〇
三
二
年
に
エ
ル

ド
ア
ン
は
、
ト
ル
ロ
に
仮
住
ま
い
す
る
難
民
を
北
シ
リ
ア
に
再
定

住
さ
せ
る
た
め
に
二
〇
五
Ｆ
の
住
宅
建
設
プ
ラ
ン
を
打
ち
上
げ
た

の
も
記
憶
‐に
新
し
い

（も
§
』ぜ

∽
談
偶
ド

〓
已

Ｓ
ｕ
遇
鶴
）
。

イ
ラ
ン
を
最
大
の
敵
国
と
す
る
イ
ス
ラ
エ
ル
の
ネ
タ
ニ
ヤ
ア
首

をようじ
ゅ

相
は
、
エ
ル
ド
ア
ン
と
並
ん
で
シ
リ
ア
の
変
革
か
ら
利
益
を
卓
受

す
る

″勝
者
か
に
な
つ
た
と
い
え
よ
う
。
ガ
ザ
ヘ
の
無
差
別
攻
撃

に
よ
っ
て
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
テ
ン
の
欠
如
を
国
際
世
論
か
ら
批
判
さ
れ

た
ネ
タ
ニ
ヤ
フ
は
、
ガ
ザ
の
ハ
マ
ス
を
支
援
し
て
い
た
レ
バ
ノ
ン

の
ヒ
ズ
ブ
ッ
ラ
や
シ
リ
ア
駐
在
の
イ
ラ
ン
革
命
防
衛
隊
に
よ
る
イ
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ス
ラ
エ
ル
牽
制
作
戦
を
こ
と
ご
と
く
破
砕
し
た
。
た
し
か
に
こ
れ

は
、
シ
リ
ア
の
ア
サ
ド
政
治
体
制
を
崩
壊
に
導
く
う
え
で
大
き
な

役
割
を
果
た
し
た
と
い
え
よ
う
。
ガ
ザ
で
し
ば
し
ば
不
法
行
為
を

は
た
ら
く
イ
ス
ラ
エ
ル
が
、
シ
リ
ア
で
は
久
し
く
消
滅
が
期
待
さ

れ
た
ア
サ
ド
政
権
の
打
倒
に
貢
献
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
歴
史

の
逆
説
、
あ
る
い
は
歴
史
の
皮
肉
で
な
く
て
何
で
あ
ろ
う
か
。

シ
リ
ア
と
ロ
シ
ア
の
防
空
能
力
や
イ
ラ
ン
や
ヒ
ズ
ブ
ツ
ラ
の
軍

事
能
力
の
弱
体
化
を
奇
貨
と
し
て
、
イ
ス
ラ
エ
ル
が
ア
レ
ッ
ポ
や

ラ
タ
キ
ア
な
ど
の
主
要
地
に
連
日
の
よ
う
に
空
爆
を
加
え
た
の

は
、
反
テ
ロ
予
防
措
置
と
い
う
よ
り
も
、
再
建
シ
リ
ア
軍
の
所
有

す
べ
き
主
一要
兵
器
を
限
り
な
く
ゼ
ロ
に
近
づ
け
る
戦
略
的
判
断
か

ら
で
あ
る
。
ま
た
イ
ス
ラ
エ
ル
は
、
ゴ
ラ
ン
高
原
の
緩
衝

地
帯

か
ら
さ
ら
に
シ
リ
ア
の
奥
に

「防
衛
地
帯
」
を
設
け
る
作
戦
を
進

め
て
い
る
。
こ
れ
は
領
土
拡
大
の
野
心
と
批
判
さ
れ
て
も
仕
方
が

な
い
だ
ろ
う
。
〈抵
抗
の
枢
軸
〉
が
破
綻
し
た
現
在
、
ガ
ザ
に
お

け
る
ハ
マ
ス
の
反
抗
は
孤
立
無
援
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
。
私
は

昨
年
末
に
、
シ
リ
ア
の
政
変
の
よ
う
に
、
イ
ラ
ン
革
命
防
衛
隊
と

ヒ
ズ
ブ
ッ
ラ
が
活
力
を
失
え
ば
、
補
給
を
断
た
れ
た
ガ
ザ
の
ハ
マ

ス
は
、
ま
も
な
く
武
力
抵
抗
を
止
め
る
と
予
見
し
た

（『読
売
新

聞
』
十
二
月
二
十
二
日
朝
刊
）
。
は
た
し
て
、

一
月
十
五
日
に
ガ

ザ
で
は
停
戦
と
人
質
解
放
で
双
方
は
合
意
を
見
た
。　
　
　
　
　
　
‐‐６

ッ
シ
，
ア
の
春
″
は
、
現
代
政
治
で
起
き
た
事
件
を
歴
史
の
因
果

関
係
の
文
脈
で
わ
か
ヶ
や
す
く
解
説
で
き
る
好
個
の
実
例
と
な
っ

た
。
プ
，
チ
ン
は
、
二
〇

一
五
年
の
シ
リ
ア
内
戦
に
介
入
し
、
ゾ

連
解
体
後
に
失
わ
れ
た
中
東
で
の
権
益
と
冷
戦
時
の
存
在
感
を
劇

的
に
回
復
し
た
。
し
か
し
、
二
〇
三
二
年
か
ら
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦

争
の
戦
況
が
思
わ
し
く
な
く
な
り
、
シ
ジ
ア
か
ら
ミ
サ
イ
ル
防
衛

シ
ス
テ
ム
や
戦
闘
機
Ｓ
Ｕ
３４
や
Ｓ
Ｕ
３５
の
多
数
を
引
き
揚
げ
て
ウ

ク
ラ
イ
ナ
戦
線
に
移
し
た
。
遠
い
国
で
の
ロ
シ
ア
の
威
信
よ
り
も

隣
の
国
で
の
死
活
の
勝
利
が
優
先
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
タ
ル
訃

ゥ
ス
や
フ
メ
イ
ミ
ム
の
基
地
を
失
え
ば
、
ア
フ
リ
カ
で
作
戦
展
開

中
の
ロ
シ
ア
軍
事
顧
問
団
や
民
間
軍
事
組
織
ワ
グ
ネ
ル
ヘ
の
補
給

中
継
地
を
失
う
こ
と
を
意
味
す
る
だ
け
で
な
い
。
■
シ
ア
は
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
戦
争
に
軍
事
情
報
支
援
を
提
供
す
る
地
中
海
遊
式
中
の

ロ
シ
ア
艦
船
の
持
続
的
な
補
給
と
兵
員
休
息
の
泊
地
を
失
う
こ
と

で
も
、
シ
リ
ア
政
変
の
敗
者
に
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。

区理 亜 粽

最
大
の
敗
者
は
誰
か
―
―
イ
ラ
ン
の
核
武
装
は
あ
る
の
か

ロ
シ
ア
に
も
ま
し
て
最
大
の
敗
者
は
イ
ラ
ン
で
は
な
い
か
。

ラ
ン
は
ア
サ
ド
体
制
支
援
の
た
め
に
、
こ
の
十
三
年
間
、
五
〇
〇

億
ド
ル
も
費
や
し
て
き
た
「
そ
の
う
え
、
シ
ォ
ア
で
の
作
戦
を
指

揮
し
た
革
命
防
衛
隊
司
令
官
の
カ
ー
セ
ム
・
ス
レ
イ
マ
ニ
准
将

を
、
二
〇
二
〇
年
一
月
に
米
国
に
よ
っ
て
暗
殺
さ
れ
て
い
る
。

ア
ラ
ブ
世
界
で
イ
ラ
ン
最
大
の
利
益
代
弁
者
と
な
っ
た
の
は
、

レ
バ
ノ
ン
の
シ
ト
ア
派
武
装
組
織
ヒ
ズ
ブ
ッ
ラ
で
あ
る
が
、
そ
つ

最
高
指
導
者
ハ
サ
ン
・
ナ
ス
ラ
ッ
ラ
も
二
〇
二
四
年
九
月
に
イ
ス

ラ
エ
ル
の
手
で
殺
害
さ
れ
た
。
重
大
な
打
撃
を
受
け
た
イ
ラ
ン

は
、
ヒ
ズ
ブ
ツ
ラ
ヘ
の
兵
器
補
給
や
人
員
往
来
の
ル
ー
ト
・
拠
点

と
し
て
シ
リ
ア
を
傍
若
ぼヽ
人
に
使
え
な
く
な
った
。
イ
ラ
´
か

ら
イ
ラ
ク
経
由
で
レ
バ
ノ
ン
に
達
す
る
ペ
ル
シ
ア
湾
か
ら
地
中
海

へ
の

″陸
の
橋
″
の
要
シ
リ
ア
は
、
さ
な
が
ら
ア
ケ
メ
ネ
ス
朝
の

ア
ル
タ
ク
セ
ル
ク
セ
ス
王
の
不
実
に
怒
っ
て
離
反
し
た
勇
敢
な
シ

リ
ァ
領
主
メ
ガ
ゼ
ュ
ゾ
ス
の
よ
う
に
、
イ
ラ
ン
と
ひ
と
ま
ず
絶
縁

す
る
道
を
選
ぶ
に
違
い
な
い

（ク
テ
シ
ア
ス

『
ペ
ル
シ
ア
史
／
イ

ン
ド
誌
』
断
片

一
四
、
阿
部
拓
児
訳
、
西
洋
古
典
叢
書
、
京
都
大

学
学
術
出
版
会
）
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヽ

イ
ス
ラ
エ
ル
と
米
国
が
、
レ
バ
ノ
ン
と
シ
ジ
ア
で
ヒ
ズ
ブ
ラ
ラ

と
イ
ラ
ン
革
命
防
衛
隊
の
最
高
首
脳
ら
を
死
に
追
い
込
み
、
ガ
ザ

で
イ
ラ
ン
の
支
援
す
る
ハ
マ
ス
を
痛
撃
し
た
こ
と
で
、
ア
サ
ド
政

権
の
政
治
基
盤
は
急
速
に
弱
ま
り
、
そ
れ
を
掩
護
し
て
い
た
イ
ラ

´
の
力
も
萎
縮
し
た
。
加
え
て
、
イ
ラ
ン
の
敗
者
ょ
り
と
イ
ス
ラ

エ
ル
の
勝
者
ぶ
り
を
際
立
た
せ
た
の
は
ヽ
二
〇
二
四
年
四
月
の
イ

ラ
ン
に
ェ
る
イ
ス
ラ
エ
ル
本
土
攻
撃
に
始
ま
り
、
十
月
の
イ
ス
ラ

エ
ル
に
よ
る
イ
ラ
ン
本
土
攻
撃
ま
で
繰
り
広
げ
ら
れ
た
直
接
対
決

の
応
酬
り
結
果
で
あ
る
「
イ
ス
ラ
エ
ル
は
イ
ラ
ン
本
土
幼
ミ
サ
イ

ル
防
衛
シ
ス
テ
ム
を
無
力
化
し
、
そ
の
威
力
が
存
外
に
脆
い
こ
と

が
白
日
の
下
に
雌
さ
れ
た
。
イ
ラ
ン
は
革
命
防
衛
隊
に
よ
る
ァ
ラ

ブ
各
国

（ガ
ザ
地
域
も
含
む
）

へ
の
軍
事
支
援
に
励
む
あ
ま
り
い

肝
心
の
本
土
防
衛
網
の
強
化
を
怠
っ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

シ
郊

や
孵
解

戯

評

挿

が

残

騨

繊

乳

噺

と
い
う
シ
ナ
リ
オ
だ
。
中
東
新
情
勢
は
、
イ
ラ
ン
の
核
開
発
を
促

進
さ
せ
か
ね
な
い
危
険
を
増
し
た
。
国
際
原
子
力
機
関

（Ｉ
Ａ
Ｅ

Ａ
）
は
、
イ
ラ
ン
が
最
近
六
〇
％
以
上
の
濃
縮
ウ
テ
ン
の
製
造
を

急
拡
大
し
た
と
見
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
毎
月
四
・
七
キ
Ｆ
の
ペ

ー
ス
が
三
四
キ
ロ
に
増
え
る
見
通
し
の
よ
う
だ
。
広
島
に
投
下
さ

れ
た
原
爆
は
八
〇

・
四
雄
解
鮎
で
つ
く
ら
れ
た
が
、
在
ラ
ン
に
意

志
が
あ
れ
ば
核
武
装

へ
の
道
を
歩
む
条
件
と
環
境
が
整
え
ら
れ
た

の
で
あ
る
。

イ x※図図図図鰈
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サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
の
皇
太
子
ム
ハ
ン
マ
ド

・
ビ
ン
・
サ
ル
マ
ン

こ
と
Ｍ
Ｂ
Ｓ
は
、
以
前
か
ら
、
イ
ラ
ン
が
核
武
装
す
れ
ば
サ
ウ
ジ

ア
ラ
ビ
ア
も
す
ぐ
に
核
武
装
す
る
と
公
言
し
て
い
た
。
同
じ
ス
ン

ナ
派
国
家
パ
キ
ス
タ
ン
に
核
開
発
の
費
用
を
提
供
し
た
の
は
サ
ウ

ジ
ア
ラ
ビ
ア
と
さ
れ
て
お
り
、
い
わ
ば
Ｄ
ｉ
ｄ

ａ
ｙ
（重
大
行
動

実
施
予
定
日
）
が
来
れ
ば
す
ぐ
さ
ま
パ
キ
ス
タ
ン
の
核
を

一
部
移

転
さ
せ
る
の
が
い
ち
ば
ん
手
短
な
核
武
装
に
な
る
は
ず
だ
。
し
か

し
、
こ
れ
は
中
東
で
の
核
拡
散
を
促
す
こ
と
に
な
り
、
エ
ジ
プ
ト

と
ト
ル
コ
は
も
と
よ
り
、
ヨ
ル
ダ
ン
ま
で
核
保
有

へ
の
動
き
を
加

速
す
る
に
違
い
な
い

（山
内
昌
之

『中
東
複
合
危
機
か
ら
第
二
次

世
界
大
戦

へ
』
Ｐ
Ｈ
Ｐ
新
書
）
。

し
か
し
、
オ
ラ
ン
の
政
策
中
枢
も
し
く
は
核
技
術
開
発
陣
に
も

深
く
浸
透
し
た
と
見
ら
れ
る
イ
ス
テ
エ
ル
の
情
報
網
を
か
わ
し

て
、
極
秘
に
核
を
保
有
す
る
の
は
さ
ほ
ど
簡
単
で
は
な
い
。
何
よ

り
も
、
ペ
ゼ
シ
ュ
キ
ヤ
ン
大
統
領
と
ハ
メ
ネ
ィ
量
局
指
軍
者
は
イ

ス
ラ
エ
ル
ひ
い
て
は
米
国
の
大
規
模
な
核
施
設
破
壊
作
戦
を
誘
発

す
る
覚
悟
を
固
め
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
し
て
も
、
イ
ラ
ン

の
国
防
力
の
脆
弱
性
を
露
呈
し
て
イ
ス
ラ
ム
共
和
国
の
国
威
と
存

在
感
を
台
無
し
に
す
る
危
険
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
そ
お
そ
も
イ

ラ
ン
は
、
三
〇
二
五
年
の
イ
ス
ラ
エ
ル
を
、
さ
な
が
ら

一
九
九
四

年
に
北
朝
鮮
の
核
危
機
に
受
動
的
対
応
し
か
で
き
な
か
っ
た
日
本
　
‐１８

に
置
き
換
え
て
、
過
小
評
価
す
る
ほ
ど
楽
観
的
な
は
ず
も
な
い
。

北
朝
鮮
に
核
不
拡
散
条
約

（Ｎ
Ｐ
Ｔ
）
脱
退
の
プ
ラ
フ
を
か
け

ら
れ
る
と
為
す
術
も
な
か
っ
た
日
本
は
、
結
局
米
国
ク
リ
ン
ト
ン

大
統
領
に
よ
る
軍
事
行
動
に
国
策
を
委
ね
た
だ
け
で
は
な
く
、
結

果
と
し
て
同
じ
民
主
党
の
カ
ー
タ
ー
元
大
統
領
の
訪
朝
に
よ
る

「枠
組
み
合
意
」と
い
う
曖
疎
な
策
に
満
足
せ
ぎ
る
を
得
な
か
っ
た
。

結
果
は
天
下
周
知
の
よ
う
に
、
北
朝
鮮
の
巧
妙
な
核
武
装
を
許
し
、

北
東
ア
ジ
ア
の
国
際
環
境
と
日
本
の
安
全
保
障
を
根
底
か
ら
脅
か

す
持
続
的
要
因
を
生
ん
だ
の
で
あ
る
。　
一
九
九
四
年
の
日
本
と
異

な
る
の
は
、
二
〇
二
五
年
の
イ
ス
ラ
エ
ル
が
米
国
と
の
作
戦
合
意

の
有
無
に
か
か
わ
り
な
く
、
イ
ラ
ン
の
核
施
設

へ
の
本
格
攻
撃
を

た
め
ら
わ
な
い
こ
と
だ
。
折
か
ら
新
大
統
領
と
な
る
ト
ラ
ン
プ

が
、ネ
タ
ニ
ヤ
フ
の
攻
撃
的
戦
略
に
異
を
唱
え
る
と
は
思
え
な
い
。

イ
ラ
ン
に
不
利
な
条
件
は
多
々
あ
る
。
そ
の
第

一
は
、
シ
リ
ア

で
同
じ
く
敗
者
と
な
っ
た
ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
の
帰
趨
を

や
や
好
転
さ
せ
た
と
は
い
え
、
イ
ラ
ン
は
じ
め
中
東
で
ふ
た
た
び

〈抵
抗
の
枢
軸
〉
を
復
活
さ
せ
る
余
力
を
目
下
も
ち
合
わ
せ
て
い

な
い
こ
と
だ
。
第
二
は
、
イ
ラ
ン
が
革
命
防
衛
隊
を
介
し
て
イ
ス

ラ
エ
ル
牽
制
の
た
め
に
活
殺
自
在
に
隕
使
し
て
き
た
ヒ
ズ
ブ
ッ

ラ
、
ハ
マ
ス
、
シ
リ
ァ
の
シ
ー
ア
派
系
武
装
組
織
、
イ
エ
メ
ン
の

フ
ー
シ
派
な
ど
が
気
息
奄
々
に
な
っ
て
お
り
、
イ
ラ
ン
本
上
の
防

鯵
絲
解
孵
幹
”離
仲謄
郎
艇
Щ縣
叫

一魯
建
を
無
視
で
き
な
い
こ
と
だ
。
イ
ラ
ン
の
ペ
ゼ
シ
ュ
■
ャ
ン
大

統
領
に
期
待
さ
れ
る
の
は
、
ま
ず
米
国
や
Ｅ
Ｕ
に
よ
る
各
種
制
裁

の
解
除
を
合
理
的
に
図
る
こ
と
で
あ
り
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
就

任
を
奇
貨
と
し
て
、
シ
ー
ア
派
イ
ス
ラ
ム
革
命
輸
出
の
見
直
し
、

あ
る
い
は
革
命
防
衛
隊
の
行
動
制
限
を
ハ
メ
ネ
イ
量
凸
指
導
者
に

認
め
さ
せ
る
戦
略
的
思
考
に
は
か
な
ら
な
い
。

も
つ
と
も
、
修
辞
や
弁
舌
は
別
と
し
て
、
こ
の
二
国
の
問
題
に

つ
い
て
、
ト
ラ
ン
プ
が
目
ざ
ま
し
い
一子
和
解
決
策
を
す
ぐ
提
示
で

き
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
「
し
か
し
バ
イ
デ
ン
は
、
ガ
ザ
問
題
で

は
ヒ
ュ
ー
マ
ュ
テ
ィ
に
基
づ
き
、
グ
レ
ス
チ
ナ
人
の
犠
牲
増
大
に

つ
い
て
イ
ス
ラ
エ
ル
に
一
般
的
な
批
判
を
繰
り
返
す
だ
け
で
ぁ
っ

た
ｏ
し
か
も
、
米
国
に
よ
る
イ
る
フ
エ
ル
ヘ
の
兵
器
提
供
な
ど
を

上
み
ず
、
み
ず
か
ら
が
つ
く
っ
た

「混
乱
」
や

「無
秩
序
」
に

自
縄

郎
鮮
に
な
る
の
が
関
の
山
で
あ
っ
た
。
一
方
い
ト
ラ
ン
プ

は

「屁
乱
」
や

「無
秩
序
」
を
恐
れ
な
い
。
む
し
ろ
、
カ
オ
ス
や

ア
ナ
ー
キ
ー
の
な
か
で
原
、理
や
原
則
に
と
ら
わ
れ
ず
、
ま
ず
米
国

舗

鶉

加

孵

訴

答

の
穏

¶

さ
し
あ
た
ヶ
厄
介
な
の
は
、
シ
ジ
ア
・
ク
ル
ド
人
へ
の
援
助
を

ど
う
す
る
か
と
い
う
こ
と
だ
。
第
一次
政
権
の
ト
ラ
ツ
プ
大
統
領

は
、
二
〇
一九
年
に
シ
リ
ア
か
ら
の
部
隊
撤
収
を
命
じ
た
が
、
ェ

Ｓ
に
対
す
る
反
テ
ロ
任
務
に
あ
た
る
九
〇
〇
人
２
要
員
を
残
し

た
。
国
防
総
省
は
い
ま
反
Ｉ
Ｓ
作
戦
を
展
開
す
る
た
め
に
、
二
〇

二
四
年
に
は
三
億
九
八
〇
〇
万
ド
ル
を
支
出
し
た
。
そ
し
て
、
ク

ル
ド
人
の
Ｓ
Ｄ
Ｆ
一科
武
装
の
た
め
に
一
億
五
六
〇
〇
万
ド
ル
を
支

出
し
、
二
〇
二
五
年
に
は
一
億
四
八
〇
〇
万
ド
ル
が
計
上
さ
れ
る

弾

一
月
二
十
日
に
正
式
に
大
統
領
に
就
任
し
た
ト
ラ
ン
プ
は
、

接
ゅ
因
果
関
係
に
恐
し
い
に
せ
よ
ヽ
シ
リ
ァ
政
変
の
帽
に
見
え
る

勝
利
者
と
し
て
存
在
感
を
誇
示
す
る
こ
と
だ
ろ
う
。
ト
ラ
ン
プ

は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
中
東
に
関
し
て
、
第

一
次
政
権
時
代
と
は
異

な
る
有
利
な
国
際
環
境
の
な
か
で
大
統
領
に
返
り
咲
く
。
ト
ラ
ン

プ
は
、
歴
史
家
で
あ
れ
ば
古
代
の
ヘ
ロ
ド
ト
ス
の
よ
う
に
、
話
を

不
適
切
に
脇
道
に
逸
ら
せ
る
タ
イ
プ
の
人
物
で
あ
る
。

不
愉
快
な
歴
史
の
逆
説

―
ト
シ
リ
ア
と
ガ
ザ
の
死
者
を
忘
れ
た
世
界

直 疇碑 弾
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】る
噂
ご

夕
「６
軒
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〕
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８

〕

ドＰ

〕駕
じ
「
さ
て
、
こ
の
支
出
は
ど
う
な
る
か
。

折
か
ら
、
ト
ラ
ン
プ
の
国
家
安
全
保
障
補
佐
官
と
な
る
マ
イ

ク
・
ワ
ル
ツ
は
米
議
会
の
ク
ル
ド
政
策
決
定
黍
目
（会
の
メ
ン
バ
ー

で
あ
っ
た
。
エ
ル
ド
ア
ン
の
シ
リ
ア
で
の
代
弁
者
た
る
Ｓ
Ｎ
Ａ
は

す
で
に
ク
ル
ド
人
や
Ｓ
Ｄ
Ｆ
の
拠
点

へ
の
攻
撃
を
始
め
て
い
る
。

エ
ル
ド
ア
ン
は
か
つ
て
の
よ
う
に
、
「
ア
メ
リ
カ
ｏ
フ
ァ
ー
ス
ト
」

を
ト
ラ
ン
プ
に
説
き
な
が
ら
、
ク
ル
ド
人
の
Ｓ
Ｄ
Ｆ
へ
の
援
助
を

撤
回
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
す
る
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
も
し
ト
ラ

ン
プ
が
Ｓ
Ｄ
Ｆ
支
援
を
中
止
す
る
な
ら
、
大
き
な
副
作
用
も
覚
悟

し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｆ
に
よ
っ
て
抑
止
さ
れ

て
い
た
Ｉ
Ｓ
の
活
動
が
シ
リ
ア
で
復
活
す
る
道
が
再
開
さ
れ
か
ね

な
い
と
い
う
こ
と
だ
。

イ
ラ
ン
の
ペ
ゼ
シ
ュ
キ
ヤ
ン
は
、
ト
ラ
ン
プ
と
は
違
う
意
味
で

実
利
を
重
視
す
る
政
治
家
で
あ
る
。
米
国
の
経
済
制
裁
解
除
に
よ

る
経
盗
再
生
と
国
民
生
活
の
向
上
が
ペ
ゼ
シ
ュ
キ
ヤ
ン
の
日
標
で

あ
る
。
革
命
防
衛
隊

へ
の
彩
し
い
軍
事
費
の
投
入
や
そ
の
傘
下
に

あ
る
企
業
の
収
益
の
国
庫
未
納
入
こ
そ
、
民
生
の
不
安
定
と
イ
ン

フ
レ
増
大
の
要
因
な
の
で
あ
る
。
い
ま
の
と
こ
ろ
空
想
の
域
に
近

い
と
は
い
え
、
ト
ラ
ン
プ
と
ペ
ゼ
シ
ュ
キ
ヤ
ン
の
実
利
と
プ
ラ
グ

マ
チ
ズ
ム
に
あ
ふ
れ
た
対
話
と
取
引
の
応
酬
で
も
な
け
れ
ば
、　
一
　

‐２０

九
七
九
年
以
来
断
絶
し
た
米
国
と
イ
ラ
ン
の
関
係
正
常
化
は
今
年

も
望
む
べ
く
も
な
い
。

ア
サ
ド
政
権
の
崩
壊
に
は
、
ト
ル
コ
の
エ
ル
ド
ア
ン
大
統
領
や

イ
ス
ラ
エ
ル
の
ネ
タ
ニ
ヤ
フ
首
相
の
果
た
し
た

″役
割
″
も
預
か

っ
て
大
き
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
戦
争
が
ま
だ
征
服

者
に
よ
る

一
つ
の

″技
″
で
あ
る
時
代
に
は
目
立
た
な
か
っ
た
歴

史
の
因
果
関
係
は
、
戦
争
が
科
学
の

″粋
″
で
あ
り
、
地
域
を
広

く
横
断
す
る
時
代
に
か
え
っ
て
目
に
見
え
て
く
る
。

い
つ
の
時
代
も

「歴
史
家
の
仕
事
は
た
だ

一
つ
、
出
来
事
を
起

こ
っ
た
通
り
に
語
る
こ
と
に
あ
る
」
（ク
テ
シ
ア
ス
前
掲
書
、
断

片

一
こ
。
と
は
い
え
、
シ
リ
ア
の
変
革
で
は
当
事
者
で
な
か
っ

た
ト
ラ
ン
プ
は
、
わ
れ
こ
そ
勝
者
な
り
、
と
自
慢
す
る
発
言
を
こ

れ
か
ら
も
止
め
る
と
は
思
え
な
い
。
ト
ラ
ン
プ
は
、
シ
リ
ア
ひ
い

て
は
ガ
ザ
の
秩
序
回
復
や
国
土
再
建
に
歴
代
大
統
領
で
も
最
小
限

の
関
心
し
か
示
さ
な
か
っ
た
と
い
う
の
に
、
こ
の
歴
史
の
皮
肉
は

ど
う
し
た
こ
と
か
。

歴
史
の
複
雑
な
逆
説
を
目
の
当
た
り
に
す
る
と
、
歴
史
家
な
ら

ず
と
も
、
時
と
し
て
屈
折
し
た
感
慨
に
ひ
た
ら
ぎ
る
を
得
な
い
だ

ろ

う

。

世界各地で内政混乱が深まっている。

かつて安定した民主主義体制を築いてきた先進国でさえ、その例外ではな
い。

政治システムの機能不全、移民問題、経済格差の拡大、
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